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まえがき

　ミカンコミバエは熱帯および亜熱帯地域に広く分布

し，寄主植物も各種南方生果実を含めて150種以上に及

び，重要な園芸害虫である。わが国においては，この虫

の侵入を防止するためこれら寄主植物の輸入を禁止して

いる。そこでそれら禁止対象植物の解禁の可能性を検討

するための一連の調査研究の一部として本研究を実施し

た。

　野外におけるミカンコミバエ成虫の生存期間やその間

の栄養摂取の実態についてはほとんど知られていない。

実験的には，HAGEN　and　FINNEY（1950）によればミ

カンコミパエ成虫にはYeast　hydrolysateとハチミツ

または庶糖を各々wax　paperにぬって与えるのがよい

という。さらにHAGEN（1953）はミカンコミバエ

Dacus dorsalis HENDEL，ウリミバェ D.cucurbitae

COQUILLETT およびチチュウカイミバェ Ceratitis

capitata WIEDEMANN の各成虫について栄養条件と生

存日数，産卵前期間，産卵数などとの関係について報告

している。またハワイのFruit　Fly　Investigationsにお

いてはすでに上記三種のミバエ類の累代飼育が行なわれ

ており，ミカンコミバエ成虫の飼料として，Soy　hydro－

1ysateと『Yeast　hydrolysateの混合物が使用されている

が，詳細は明らかではない。そこでこの飼料を含む数種

の人工飼料について，ミカンコミバエ成虫の生存日数に

及ぼす影響を知る目的で試験を行なった。

　本研究を行なうにあたって，ご指導，ご援助を頂いた当

所調査課川崎倫一課長，梅谷献二博士ならびに有益なご

教示を賜わり，また文献調査上便宜を与えて下さった農

業技術研究所昆虫科石井象二郎博士（現京都大学教授），

平野千里博士に深く感謝の意を表する。

＊　現在農林水産技術会議事務局連絡調整課

材料および方法

　実験は温度25。C，湿度70’》75％，照度は午前7時か

ら午後7時までの12時間以内に380’》1140’》2280～

9530～2280解1140～380Lxと自動的に変化するように

セットした当所調査課バイオトロン内で行なった。

　成虫の試験用飼育箱は30cm立方で上部および四面

網張りのものを用い，一箱ごとに，ニンジン・イースト

飼料で飼育した幼虫から羽化した直後の成虫，雌雄各

50頭を放飼した。

　供試飼料の種類，組合せおよび給与量は第1表に示す

とおりである。飼料は蛋白質，ビタミン，ミネラルの混

合物，蘇糖および水を別々にろ紙を敷いたシャーレに入

れて与えた。水は常時保給し，庶糖は不足した場合のみ

追加した。産卵容器は人造レモンにオレンジ汁を入れた

ものを使用した。

　雌雄別の死亡虫数，産卵数および艀化数の調査は1～

2日ごとに行なった。

　なお，以下本文中では第1表に示した1区を無飼料

区，2区を水区，3区を薦糖区，4区を庶糖＋ビタミン

＋ミネラル区，5区をYeast区，6区をCasein　H。区，

7区をYeastExtract区，8区をSoyH。＋YeastH．
区と略述する。
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第1表供試飼料の種類，組合せおよび給与量

＊ビタミンB群を含んでいる。

　　　　　　　　　　　第2表

＊＊山之内製薬Bislum．。

成虫の最長生存日数および平均生存日数

第3表飼料別平均生存日数の差の検定

第4表 産卵前期間，産卵数および艀化率
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結果および考察

本試験においてもっとも初期に低い死虫率を示したSoy

H．＋Yeast　H区の17％に比べて相当低かった。

　各飼料別の成虫の生存日数は雌雄間で差がないので

（第3表）まとめて図示すれば第1図のとおりである。

すなわち無飼料区の場合には3日以内に，また水のみを

与えた場合でも5日間で全個体死亡した。しかし蘇糖を

加えると初期の死亡率はかなり高いが，生存日数は大き

く延び，さらに蛋白質，ビタミン，ミネラルが加えられ

ると生存日数は一段と延長した。蛋白質を含む飼料のう

ちでは，SoyH。＋YeastH，区およびYe＆stExtract区

がとくに生存日数が長く，Casein　H．区では初期の死亡

率は高かったが，残った個体の生存日数は長かった。

　成虫の雌雄別平均生存日数を表示すると第2表のよう

になり，その検定結果は第3表に示すとおりである。雌

雄間で比較すると庶糖＋ビタミン＋ミネラル区とYeast

区を除く各区においてはいずれも雄より雌の平均生存日

数がいくぶん長く，とくにYeast　Extract区とSoy　H．

＋Yeast　H．区は約10日間の違いがみられたが，検定の

結果は雌雄間で有意な差が認められなかった（第3表）。

飼料間の差は，第3表に示すように大部分の区間で標準

偏差値の差が大く平均値に大きな差が認められた。この

結果からは蕪糖，ビタミン＋ミネラル，蛋白質の種類が

それぞれ成虫の生存日数に大きな影響を与えているごと

が了解され，飼育箱内ではあるが本虫が最長6ヵ月間も

生存したことは興味深い結果である。

　次に本実験に使用した成虫の産卵前期間，産卵数を第

4表に示す。蛋白源を全く含まない飼料区は産卵が認め

られず，Casein　H，区，Yeast　Extract区およびSoy

H，＋Yeast　H区の3区のみが産卵し，とくにSoy　H．

＋Yeast　H・区は1雌平均約250卵を産卵した。

　各種飼料がミカンコミバエ成虫の寿命に及ぼす影響に

ついてはHAGEN（！953）が平均気温27。Cの室内実験

の結果は，（1）　無飼料の場合は3日以内に死亡した。

（2）水を与えた場合には約6日間生存した。（3）　炭

水化物と水は寿命を増加させ約20日間生存した。（4）

蛋白質＋糖＋Bグループビタミン＋ミネラル＋水を与え

ると生存期間はもっとも長かった。と報告しており，本

試験の結果もこれと同様の傾向を示した。またHAGEN

（1958）によるメキシコミバエ∠4πα5∫解phαh446n5LoEw

の試験結果に温度26。C，湿度40～50％における最初

の29日間の死虫率が庶糖区8％，Honeydew区また

はFructose＋Yeasthydrolysate区2．5％の順に低く，

要 約

　数種人工飼料がミカンコミバエ成虫の生存日数に及ぼ

す影響について，温度25。C，湿度70～75％で照度が

変化（380’》9530～380Lx）するバイオトロン内で試験

を行なった。その結果，雌雄各々の平均生存日数は　①

無飼料区が1．4と1．3日，②水区2．9日と3．0日，

③薦糖＋水区16。6日と15．1日，④薦糖＋ビタミン

＋ミネラル＋水区31．2日と36．0日，⑤Yeast　Extract

＋薦糖＋ミネラル＋水区68．8日と57．4日，⑥Soy

hydrolysate＋Yeast　hydrolysate十薦糖＋ミネラル＋水

区91．6日と82．9日を示し，飼料の違いが生存日数に

及ぼす影響は大きく，この虫にとって蛋白質の摂取が寿

命の延長に重要な役割りを果していることがわかった。
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Summary

　The　studies　on　the　effect　of　different　diets　upon

the　development　of　Oriental　fruit　fly, Dacus dorsalis

HENDEL　indicate　that　the　food　quality，especially　the

protein　contents，has　an　important　effect　on　the

longevity　of　the　adults　and　the　number　of　eggs

deposited.


